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イ ン タ ー ネ ッ ト社会 と宗 教 （2）
増加 す る情報犯罪 に対す るある神 社の 試 み

　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 社会情報シ ス テ ム 研究所代表

　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 （明治大学兼任講師）　 三好賢周

臼 〕 憾 じめ に

　 現在 の 高度 情報社 会 は 「イ ン ターネ ッ ト亅 に 表現 され る。イ ン タ
ーネ ッ トは 、1960

年代 に ア メ リカ 国防総省 が戦略 シ ス テ ム と し て 考 案 し た コ ン ピ ュ
ー タネ ッ ト ワ ーク で あ

り、後に 利用 目的 を 限 定 しな い 「商用 イ ン タ
ー

ネ ッ ト」 と し て 1990 年代 に 世 界中に 広

ま っ た も の で あ る 。 今 、
「イ ン タ ーネ ッ ト1 を耳 に しな い 目は ない が 、こ の シ ス テ ム を

可 能 な ら し め たの は 、約半世紀前 に軍 事 目的用 の 計算機 と して開発 され た 、 コ ン ピ ュ
ー

タ を 中心 とす る科学 技術の 進歩 に ほか な らな い 。一方 、こ の 情報ネ ッ トワ ー
ク社会 が イ

ン タ
ーネ ッ ト化 され るに 従 い

、
コ ン ピ ュ

ー
タ 管理 社 会 と従来 の 人 間主 体情緒社 会 との ギ

ャ ッ プ が種 々 の 歪 を生 む こ と に な り、混迷 を呈 し て い る。なか で も、最 も厄介 な もの が

情報犯 罪 で あ ろ う。 し か も、イ ン ターネ ッ トを利用 す る 誰 もが 罪悪感 な し に 、時 に は 無

意識 下 に犯 して しま う要 素を含ん で い るが 、 重 大 な被害を 及 ぼす の は 、 悪 を も く ろむ 「ハ

ッ カ ー
亅 （ク ラ ッ カ ー） で あ る 。 そ の 手 口 は 、ま す ます増加 、 巧妙化 し て い る 。

　 こ の よ うな世情 に鑑 み 、祇園祭 を主宰す る 八 坂神社 （祇 園社） が 『コ ン ピ ュ
ータ御 守

・CD − ROM 』を創作 した。

　 こ れ に 先だ ち助言 を も とめ られ た 折「こ の 御守 は 人 坂 神社で あ るか らこ そ 意義 が あ り、

イ ン タ
ーネ ッ ト時 代に 即 した神社 の 在 り方 を世 に 問 う時機 で あ る 。 」 と 、

パ イ オ ニ ア た

らん こ とを説い た。

　 と こ ろ が 、神 社界 で は既成概 念に 反 す る と して 賛同 が得 られず 中止 とな っ た 。

　 そ こ で 、イ ン タ ーネ ッ ト社 会 の 特 異 性 を 明 らか に し、『パ ソ コ ン 祇 園御守』 と日本 固

有宗教 「神道」 との 整 合性 を 情報文 化視点 よ り考察す る。

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　〔キ ーワ ー ド〕

  世界国家   行 く社会 と来る社会 　  聖 と俗   二 人
一

体 　   機能神

隱懸 鑵 糶 灘 緇 鯱 〕
※ 　条件 等 整え ば、『パ ソ コ ン 祇 園御 守』の 実演提示 を行 い た い 。

〔2 〕イ ンターネ ッ ト社 会の 特異性

　 一＝ ン ピ ュ
ー

タ の ネ
ー

ミ ン グ由来や 、 歴史 ， 仕組み ，働 き等 に つ い て は省 略 。

（1）世界 国家

　　 祉会経済 の 活性 化 に ともな い 、こ の 便利 に な っ た コ ン ピ ュ
ー

タが 、 私 た ち の 生 活 の

　 あ ら ゆ る部 面 に 利 用 され る こ と に な り コ ン ピ ュ
ータ同 士 を 結 び 合 わせ る こ と （ネ ッ ト

　 ワ
ー

ク化）に よ っ て 、お 互 い にや りと り （情報 の 伝達 ・コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン ）が 可能

　 とな っ た。 こ の ネ ッ トワ ー
ク が整備 され る こ と に よ り 、い ろ い ろ な 情報 を発 信 ・受信
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が で き る （イ ン タ
ーネ ッ ト） 社会す なわ ち高度 情報社 会の 出現 で 、 現在の 姿 で あ る 。

　 こ の 従 来 と全 く違 っ た 新 し い 社会 は 、国や組 織 は い うま で も な く、一個人 がパ ソ コ

ン と通信 回 線が あ れ ば 場 所や 時間 を 間 わ ず 、 ど こ へ で も 自由に移動 （情報の 発 信 ・受

信）が 、 い な が ら に し て 可能 なの で あ る。

　こ の 高度 にネ ッ トワ ーク 化 され た 情報 社会は 、物理 的 国境 の な い 空 間 を移動 す る 新

し い 概 念 の 世 界 国家 と考 え る。そ の 結果 、誰で も情報 を知 る （得 る ） こ とが で き、情

報 の 自由化 、 平等 化 、 共有 化 を もた ら した 。 と同 時に 、 各個人 の 行動 や結果 に お い て

の 自己責任が 問われ る こ とを銘記 し な けれ ば な らな い 。

（2）行 く社会 と来 る社会 　 〔Fig − 1 〕 〔Fig − 2 〕

　　H 常生 活 に お い て は 、ガ ス
、 電気 、 水 道、交通 機 関な ど、便利 で 快適な 環境 で お ら

　れ る の は コ ン ピ ュ
ー

タ の 恩 恵で あ る 。 こ の 威力 を最 も よ く実感 し て い る
一

つ は 、銀 行

　の キ ャ ッ シ ュ カ
ー

ドに よ る現 金 自動 支払機の 利用 （オ ン ラ イ ン ・リア ル タイ ム 処理 ）

　で あ ろ う。 コ ン ピ ュ
ータ シ ス テ ム が 単な る情報処理 （計鋒） の 役割か ら社 会活 動の 中

　心 的存在一 コ ン ピ ュ
ータ 管理 社会 にな っ た の で あ る。

　　それ に対 して 、従来 は人 間 の 感情 が 主た る （生 理 的 ・精神 的バ ラ ン ス を保 つ ）一人

　問中心 情緒社 会で あ っ た 。

　こ の 異 なる 二 つ の 社会形 態 は次の よ うに考 え られ る。

  行 く社会 （現実社会）

　　　 身 体が居合 わせ る こ とを 前提 と し た 人間関係

　　　 従 来 の 社会活 動 で 実体 が あ る 。

　  来 る 社会 （仮想社会）

　　　 メ ディ ア 空 間上 の 記 号 を通 じた人間関係

　　　 イ ン タ
ーネ ッ ト （サ イ バ ー

ス ペ ー
ス ） で の 社会活動 で 、電子 が 自分 の 代理 人 と し

　　　 て 出 向 くの で 自分 （実 体）は 居 なが らに して 事 を処理 す る。

　さ らに 、  と  は それ ぞれ 次の よ うな特 徴 を もっ て い る 。

　  は 「顔 の あ る社 会 亅 で 、
（イ》 1 ： 1 、

（” ）

フ ェ イ ス to フ ェ イ ス

　こ れ に 対 して   は 「顔 の な い 社 会 J で 、

ω 1 ： 多数、
（”）

　SC放性 ご
ハ ｝

匿名性 を併せ 持 っ

　為 、

（二 ｝
多重 人 格に な る こ とが 可能 となる 。

　これ 故に 、イ ン タ
ーネ ッ ト犯罪 の 多発 をみ る こ とに な る。

〔3 〕イ ン タ・一ネ ッ ト犯罪と犯 人像

　　ω イ ン タ
ーネ ッ ト犯 罪 （2）ハ ッ カー とク ラ ッ カ

ー （3）犯人像 の 特徴 （4）性 善説 と性

　悪説 は 頁制 限 に よ り省 くが 、犯 人 像 を 「キ ャ リヤ ・対 外動 機 ・性 向」 に つ い て 調 べ て

　み る と、注 目す べ きは 、全 て の 犯人像に 倫理 観 の 欠 如 がみ られ る こ とで ある 。

［4 〕宗教 と して の 神道の 意義

（1）宗教 の 役割

　　宗 教は 、人 間 の 道徳性 を守 る規 範で あ っ て 、 社会 で 未確 定な 問 題 に直 面 し た 場合 に

　そ の 人 の 心 の 支 え とな り、個人 の 心 に 平安 を呼 び さます源泉 と考 え られ る 。

　　ま た、人 々 の 心 の 慰 め とな り、社会 の 目標 に 心 を 向け させ 、精 神 の 高揚 と自己 認識

　 の た め の 条件 を与 え て くれ る 。

　　そ し て 、社 会の 統 制 を支持 し 、 そ の 社 会で の 既成 の 価 値や 目標 を強 調 し、さら に 個

　人 の 欲求 不満 を克服 す る方 法 を 与 え る こ と に よ り 、 統
一

と安 定 を強 め て い く もの で あ

　 ろ う。

　　そ の
一方で 、進歩 を 阻む 障 害物で あ っ た り、狂信 主 義 を うみ 、無知や迷 信な ど を 生

　み 出 し 、 社会 の 秩序 を乱 す こ とも歴史 の 示 す と こ ろ で あ る 。
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　簡潔に ま とめ る と次の 3 点で あ る 。

  人 間が
、

全 体的な生 き が い を見 い だ し生 活 を 究極的 に 意 味づ け、価 値づ けよ うとす

る仕方 。

  人 間の 危機 的状 況 に お け る適応 の 様 式 で あ っ て 、究極 的な不 安 、脅威 を処 理 しよ う

とす る仕方 。

  共通の 観 念 と行動 を通 じて集 団 の 連帯性 を強 め 、 そ の 統 合 を促進 す る役割。

とまれ 、宗 教 が社会 活 動 の 中 で 重要 な 役 割 を担 っ て い る こ と は 紛れ もな い 事実 で あ ろ

う。

（2）神道 とは何 か

　　現 在 、日本 には約 400 の 公認 宗 教 団体が あ る と い わ れ 、公 認 以外 の 民間信仰 を含 め

　る と、こ の 数倍 に も な ろ う。

　　日本 は 古 来 よ り 、諸外国 よ り数 多 く の も の を情報 と し て受 容 れ 、 独 自の 文 化 を形 成

　して きた 。

　　宗教 に つ い て は 、 日本特有 の 信 仰形 態 （神道） を 4 世紀末 に は整 え て い た と思 われ

　 る 。

　　そ の 後、 16 世 紀の キ リス ト教伝来 に 至 るまで 、大陸 よ り、例 えぱ、儒教 ・仏教 ・道

　教 ・陰陽 道 等 々 も た らされ 、 こ れ ら と の シ ン ク レ テ ィ ズ ム に た つ もの が 、今 日 の 「神

　道 」 と考え る 。 京都 の 祇園祭 も同様 で あ る 。 （こ の こ とは 、以 前 に 発 表 済）

　　例 え ば、『古事 記』 や 『日本 書紀 』 に 登 場 す る 岩戸神 話 、 穀 物起 源神 話 、
マ レ ビ ト

神 話 、 大国主 命 の 国 作 り神 話、母 系 的祖 先崇 拝な どに 、又 、『釈 日本紀』所 引の 『備

　後 国風 土記 逸 文 』 に あ る疫隅 社 の 縁起や 、『伊 呂波 字類 抄 』、『籃 籃内伝』 で の 蘇 民 将

　来 の 説 話等 、そ の 証 で あ ろ う 。 〔Fig − 3 〕

（3）神 道 の 二 っ の 観 念

　  水 平思考

　 神 ・あ る い は神 か 人間 か の 表 像 の 明 白で な い 存在 ・ 死 者 ・ 祖 先 ・妖怪 ・霊 魂 な どが

　　時 を定め て 妣 （は は） の 国 、 海 の 彼 方 、死者 の 国 、常 世の 国 な どか ら人間 の 世界 、

　　村 を訪 ね きて 、村人 を寿 ぎ、村人 に 迎 え祭 られ て 帰 っ て い く 。

　  垂 直思考

　　神 は 天 上 に あ っ て 、天 上か ら人 間界 へ 降臨す る と きは 、山 の 峰、森、あ る い は 樹 の

　　梢 に 降 り て くる 。 又 、 死 者 は 地 下 g，鬯 （薙罷） へ と 下 り行 く。

　　　　　　　　 こ の 属性 と して 、 依代 ・招代 の 観念

　　 　　 　　 　　 祭事 に お ける 榊、神木等 の 重 要 性

　　　　　　　　　　　　　 。 。轟 ．。 、か

　　　祭 の た び ご とに 、聖 地 に神 籬 ・磐境 の シ ン ボ ル を設 け、神 の 降臨 を乞 う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓

　　 　　 　　 　　 　　 　 神社の 発 生

　　神 は 、彼 岸 ある い は 、常世か ら人里 に旅 を し て くる 。

　　神 社 は 、こ の 神 の 旅所 で あ っ て 、神輿や 神馬 は神 の 動座 と考 え る 。

（4）神 とは何 か

　　  自然 物 の 神 格化 ：　 日 ・月 ・風 ・水 ・山 ・川 ・草 ・木

　　  人 間 に 神 性 を見 い 出 した も の ：　 偉人 、英雄 、長 上 な ど実在す る 人間

　以 上 の よ うに 分 類 で き る が 、そ の 他 次 の よ うな諸説 もあ る。

　 　 o 「か み 1 一上 の 儀で 目上 、 長上
一

賀茂真渕

　 　 o 何で あれ 、世 の 常で な く優れ た徳 が あ っ て
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　　　　　　　　　　　 可 畏 （か し こ ）い もの 「かみ亅
一 本居 宣長

゜

陰鵬
ぐわ し い と同義

｝ ・翻 ・・か ・わ ・ ・身 ・ 意

゜

；軅 響 。 転 化 ＝＝ 太 。 ｝ 太 驗 拝 ・ 胤 た 藷

（5）聖 と俗

　定住 農耕生 活 の は じ ま り は 、大 自然 の 威力 を 目 の 前 に し、人 々 は 自然 を人 間以 上 の も

　の 、 つ ま り神 化 し、こ れ に 乞い 、怖れ 、感謝 の 祈 りを捧げた 。

　　そ して 、稲 作 （米 ） は 、単な る技 術 （食物 ）の 問題 で は な く、信 仰的要 素が 大 き く

　目本 の バ ッ ク ボ
ー

ン に な っ て い る と考え る 。

　　さ て 、こ の 時代 （2 〜 3 世紀頃 よ り ） に 癸 達 した 稲作儀礼 、 年 中行事 は 、

一
年間 の

折 り 目 ご とに 、静か に忌 み慎 み 、家 ご とに神 を祭 り 、 神 供 を設 け て 、神 と人 と相共 に

　して成 立 し て 来 た 。

　こ の 「聖 と俗 』 の 二 つ の 区別 、観念 は 、他民族 に 比 し て 、 日本人 は 顕著で あ り、 fi本
　文 化 特性 の

一
つ で あ ろ う。我 々 の 生 活 の 中 で は 、「ハ レ （晴）亅 と 「ケ （褻 ）」 の 区 別

　と し て 衣服 や食物 に ま で 見受 け られ る 。

｛5 〕ま とめ

　イ ン タ
ーネ ッ ト祉会 、清報 犯 罪 、神道 に つ い て 述 べ て きた が、イ ン タ

ーネ ッ ト祉会は パ

ソ コ ン と人 と の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 社会 で あ る との 観点か ら、パ ソ コ ン と人 と神 との 関係

を 考察す る。

（五）パ ソ コ ン と人 ：　 パ ソ コ ン と 、それ を扱 う人 間 と は 二 人
一

体の 関係 と み る こ とが で き

　 る 。 人 が パ ソ コ ン に 問 い か け る （ア ク セ ス ）、パ ソ コ ン が応 答 （レ ス ポ ン ス ）す る 、

　 次 に パ ソ コ ン が問 い か け 、 人 が 答 え る と い う、コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン が な され て い る か

　 らで あ る 。

　　 こ こ で 重要 なの は 、そ の コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン して い る者 （人 間 ） が善で あれ ば、そ

　 の 相 手 （パ ソ コ ン ） も投影 され て 善 とな り、ま た 、パ ソ コ ン が 善 で あれ ば 、その 投影

　 が 人 間 に 善 を 与 え る 。 逆 に取 り扱 う人 間が 悪 で あ れ ば 、パ ソ コ ン も悪 に な ろ う。そ し

　 て 、
一

台の パ ソ コ ン の 向 こ うに 無 数 の パ ソ コ ン が 、国 内 外 の 企 業 を は じめ 個人 らに 結

　 ばれ て い る の で ある 。 した が っ て 、パ ソ コ ン が 心 ない 人 間 に よ り、悪 に 染 ま っ たな ら

　 ば 、そ の 一一
台 に止 ま らず 多 くの パ ソ コ ン が 悪 に な り、そ の 相手 た る者 （人 間） に危 害

　 を加 え る こ とにな る。つ ま り、コ ン ピ ュ
ータ犯 罪や ウイ ル ス 感染 の 元 凶 とな る 。

（2）神 と パ ソ コ ン ：　 〔4 〕
一（3），一（4），一（5）よ り推 し量 れ ば、神 ＝ 「聖 な る もの 」

　で あ り、人 間 の 扱 うパ ソ コ ン ＝ 「俗 な る もの 亅 とい うこ と に な ろ う。 しか し なが ら、

　原 田敏 明先生 お よ び真 弓 常忠先生 に よ る r神 道で は 、神 々 は 自然 、山や 森や 木や 岩や

　石 に 内 在 し て い る こ とで 信仰 され て い るが 、 同 時 に あ ら ゆ る存 在に も神 性 を認 め る考

　え 方 の あ る こ とを知 っ て い る 。 こ と に 社会 生 活 に密接に 関 わ る もの は 村 の 祭 祀 の 対 象

　と され た 。 鏡 、玉 、剣 は も とよ り 、 鈴 、 鉾 、弓矢 、あ る い は 鋤 ・鍬 を神 体 と し た神 社

　もあ る 。 道 具 を も神 と し て 祭 っ た の で あ る。日本人 に と っ て は 生 命 の 根源 で あ る稲 作

　り の 道具で あ る 鋤 ・鋤 も俗 な る も の とは い え 、そ こ に 神性 を認 め 、神 と し て 祭 る べ き

　対 象 （聖 な る も の ） と した の で あ る 。 」

　　の よ うに 、現 代 の 社会 生 活 に必 要不 可 欠 で し か も重 要 な も の とな りつ つ あ る パ ソ コ

　ン は 、古代 に鋤 や鍬 が神 体 と な り え た ご と く、神 性 化 して も全 く差 し支 え ない の で は

　な い か e さらに 、パ ソ コ ン が 古代 社 会 に あ っ た な らば 、それ が 有す る機 能 の 威力 た る

　や ま さに神 として 人 々 の 眼 に 映 っ た に違 い な い 。
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　そ の よ うに考 え る と 、
パ ソ コ ン ＝ 「俗 な る モ ノ」 か ら、パ ソ コ ン （の 機 能） ＝ 「聖

な る もの ＝ 神 性化 」 へ の 転化は 自然 な成 り行 きで あろ う。

　 こ の 神格化 した もの を 「機能神 」 としたい 。

（3）旅 所 と し て の パ ソ コ ン ；　 先 に、イ ン タ
ーネ ッ トの 社会は 、人 とパ ソ コ ン とが コ ミ ュ

　ニ ケ ーシ ョ ン し て い る と論 じた 。 そ して 、 そ の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は情 報 とし て 行 わ

れ 、 情報は デー
タ よ り成 り立 ち、デ ータ は 電子 と い う形 を と っ て 移動す る。

　　す な わ ち 、 イ ン タ
ーネ ッ ト社会 は、 パ ソ コ ン を拠 点 と し て 情 報 を電 子 に 乗 せ て 、パ

　ソ コ ン を介 し て 自由 自在 に ど こ へ で も運ぶ こ とが で き る と い え る。

（4）機能神 と して の パ ソ コ ン と人

　パ ソ コ ン （の 機能） ＝聖 な るも の ； 神格 化 ＝ 機能神

　パ ソ コ ン （の 機能） ＝ イ ン ターネ ッ トを 情報 とし て コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

　　　　　　　　　 ＝ パ ソ コ ン とパ ソ コ ン 間 を電子 が移 動

　よ っ て 、
「情報 （神 ） が 電子 （動座 ） に の っ て 移 動 （旅 ） し、目的 の パ ソ コ ン （御旅

　所） に や っ て くる 。 亅 と 、 解釈 で き る の で は なか ろ うか 。

　　又 、パ ソ コ ン とそれ を扱 う人 間 とは 二 人
一体 の 関係 で あ るか ら 、 お 互 い の 属 性が投

影 し合 う こ とをすで に 述 べ た 。
こ の よ うな こ とか ら、パ ソ コ ン を利 用 す る 度 に 、神様

　に よ り操作 す る者 の 心 を祓 い 清 め て 、善 な る良 心 を 喚起 す る とい うの は 理 に 適 っ て い

　よ う。『パ ソ コ ン 祇 園御 守 2000 』 で は 、初 め に お 祓 い の 場面 が あ り、神 様 の 降臨を演

　出 し、ま た 1 お み くじ の 形で 日 々 の 生 活 に 指針 を与 え る 。 こ れ に よ っ て 、扱 う人 とパ

　ソ コ ン と の 対 話が で きる の は有 り難 い こ とで あ る。 〔Fig − 4 〕

〔6 〕おわ りに

　　世情は 、イ ン タ ーネ ッ トと い う新 し い 体制 の 社会 が起 こ す様 々 な現象や 予 期 せ ぬ 問

　題 の 発 生 に 、 翻 弄 され て い る とい っ て も過 言で は ない 。 そ の 煩 わ しさが嫌 だ と い うな

　らば 、 文明社 会 を 離 れ 神代 の 社会 に タイ ム ス リ ッ プ す る し か な か ろ う。それ が で き な

　い とな れ ば 、こ の イ ン タ
ーネ ッ ト社会 の 宿命 と も い うべ き情報犯 罪 と は 常時 直面 せ ざ

　 る を得 な い 。

　　本論 で は 、「イ ン ターネ ッ ト社会 とは 、高度 に 情報 化 され た杜 会」 と定義 しつ つ も 、

　 「イ ン タ
ー

ネ ッ ト社会 は 、
パ ソ コ ン と人 間 と の コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン の 社会 」 で あ る と

　の 実感 、 認識 の 下 に 『パ ソ コ ン祇 園御守』 が 「神道 亅 の 観念 に全 く矛盾せ ず、情報犯

　罪の 防止 に 有効 な要素 を含 ん だ手 立 で あ る こ とを 提示 し た。

　こ こ に 改め て 次の
一

文 を 以 て結 語 とす る 。

　古 来 、入 は 自然界 と と も に在 り、自分た ち の 力 で は 如何 とも し難 い
、 ど う に も な ら

な い こ とを 知 る （悟 る）一 人 知 の 及 ば ざる 業
一一一時 、 自然 （神） へ の 畏 敬 の 念が 日

々 の 生活 に み られ た 。 『人 々 は 、危機 が身 に及 ばぬ時 は 、神 を 忘れ ひ とた び 危 機 が 迫

る と神に と りすが る 。 そ し て 危機 か ら救 われ た 直後は 、神 を崇 め感謝 を捧 げ る 。

　し か し 、や が て 神 は 、人 々 よ り忘れ 去 られ る。』

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　〔図　　 表〕

〔Fig − 1 〕イ ン ターネ ッ ト社 会の 特異性

〔Fig − 2 〕  従来 の 社会活 動　  サイ バ ー
ス ペ ー

ス で の 社会活動

〔Fig − 3 〕大国 主 命 と少 彦名 命 （日本 書紀）

〔Fig − 4 〕 パ ソ コ ン祇 園御 守 2 ・000 （CD − ROM ）概 要
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〔Fig − i 〕イ ン ターネ ッ ト社会 の 特異性

社会形 態 設定 主　体 状　態 特 　　徴

 
行 く

（顔が あ る）
現 実

人 間

（実体）

居合せ る

（身体）

1　： 1

フ ェ イ ス 〈今 フ ェ イ ス

 
来 る

（顔が な い ）
仮 想

記 号
・

（代理 ）

空 問上

（メ デ ィ ア ）鑾
数

〉一

〔Fig − 2 〕　   従 来 の 社会活動　  サ イ バ ース ペ ース で の 社 会活 動
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〔Fig − ．4 〕パ ソ コ ン 祇園御守 2000 （CD − ROM ）概 要

　　 OD−ROts パ ソ コ ン 征 圖守 2000 【畢 成 f2 年度版｝ の 内容に つ い て

【1】 CD − ROM を立ら上げる と以 下 の よ うな 流れ で プ ロ グラ ム が 逸みます．それに 鎚

　　 い 馴 紙 の よ うな 爾 腹が 順 番に 出 て きます 。
　 t．別紙 A …数 砂 妻示 され ，自駒朗 に次の 酉 面に 移 る。（黒 い 部 分 が A で 、下の ffい 画

　　　　　　　酊 はゲ ス ク ト ッ プが見 え て い るだ け で CD の 内 Ptとt±関係あ りませ ん ．｝
　 2・別 紙 B…祓 烱 概 祉 げるfiPt：二従 う て，　urPtm酣 に anr く るthvart．
　　　　　　　約 6e 秒巴で 全部 読 み 終わ ると次の 函 面に 移 る，
　 3・別紙 C ”「ス y ノヲ ノ ミ コト廉 の 絵 ti：vabft示 さ札 次 の 面面に 移 る．
　

4 ・別紙 D ”卩文字が順 に 麦 示 さ オ1 る動 両 です●致秒で終わ り次の 函 碗に 移 る．
　

5 ・別 紙 E 「”八 坂 神仕 の 写 寓が 敗秒衰示 さ扼 、次 の 画面 に 移る．
　

〈 沖辻境 内 の 各 写 嬬が 30 パ
タ
ーン ほ ど め裏 く「るしく嵌示 され ．次 の面 面で止 まる 〉

5．別紙 F…　 押 ・お み く じ
・
お 祓い ・偏紳 ・竿商行事

・
‘甥
一
初 卜 HP リ ン ク

・終 を

　　　　　　　MPtilfte・　：1！filh：tPtsれ 甜 楽が嚢 で ら itる．静止靤 で 、下の 赤

　　　　　　　宇の 各メ t ＝− tev ッ舛 ると渚 硼 面 E二移 6．右上 の 附 欲 安 ・
　　　　　　　先爵な どの窯 宇 は 飾日 自動的 に甃わ る．
【21 即1厰 F の圃面では ，下 の 各メ昌＃一力舳ら見たい 函面 に遺 む こ と が出罘る．それぞれ

　　 の 内粤 に っい て の 脱明は 下記の 画 り。
囲 を ク リ ッ ク† e と．　　

…
約 30 砂

　 L 境膚か ら樺殿 に向 か e て逸 ん で い く 颪像 〔動鋤

　 2．俸駛 の前に 諭が 覆 示 謬れ る （別紙 G ）の で ．マウ ス で 縄 を ク リ ッ クす ると鈴 が鳴

　　　 る 〔鋤 の 音が † る ）●
　 3 ，揮餓 の 前 の 写 真 に 手 が 現れ ．5 円玉 をお賽鱗に 入厄 る．（お盆が入る音がす る，

　 4 ．固面 が 2 回 ，足 元 に陶 か っ て （下 に向 か っ て ｝ 擾れ る 。（2 礼 の 意蜘

　 5 、回面 に 手 が現 施 ．2 回 柏羊 を 打 つ （バ ン パ ン とい う音｝．…　｛2拍手 の 意喋 ユ

　 6 ・阿西 が 1回 下 に 慶れ る ．〔1 礼の 意喋｝

　 7 ．自助 的 に メニ吊一園面に 属る，
　 th　

一
導の 漉粍 は動 西 だが 、鈴が 出て くる酉画 は止 ま り，縄 を ク リ ッ ク して 諭を 鳴 ら

　　　　 す こ とで 次の 流れに入る．
　
’
み く じ を ク リ γ ク ず 6 と、　　　 …お み く じ を 隣む時 陽を 入 れ な け れ ば 約 30 秒

　 1，別 紙 H の 画 面 が出 る．狸 の お ろ く じを ク リ ッ ク ず る と r恋舜」．右 を ク リ ッ ク ず る

　　　 と 「運 勢 」 の お 吟 く じ が 出 る．〔▼ウ ス が 左 に ある た め ．右 の 「運 勢」 と い う文事

　　　は 別紙 H で は映 うて い 表せ ん が ．右 の お み く じに マウ ス を 舎ねせ る と豪 皐 され ま

　 　 　 す．）
　 2，「廱彊 」 か 「運算 」 の ど ち ら か を ク リ ッ ク レて 、おみ く じを豪 示 させ る。
　 3．記 み く じが麦 示 δれ る．別 紙 【 は 1曜 勢 t を ク リ ッ ク し て 壷示 し た もの ．大書 の

　　　他 に．害 ．末 盲 ．串 畜な どが あ り，番 骨 も ⊥ 昏 か ら数十醤 まで あ る．お 卑 く じは

　　　図 面 に 全 部畿 示 され な い 彪 め ．園 面を 上 下 に ス ク ロ喟ル さ せ て 騰 む 。
　豪 　ニ ニ雲 では マウ ス で 次 の 摺 示 を 圍 さ ない と回面 が 唖わ ら t い 静止 酊像．以 下 は 勤

　 　 　 酉．
　 4．躍 み鋒 わ った ら，画 茴下 の 「躍 enu 」 をク ゾ ッ ク する と．お み く じが縦に 四 つ 折 ウ

　　　 1： Sts て く るっと丸 め られ 麕木 の 桟 に 緒 ぶ 形 に な った と魯枝 の 写 震と合成 ざれ 、
　　　 1罰紕 コ｝本 に 箒 ぱ扎 て ，メ 昌ニー圉 面 に硬 る．
匡豆亟1］を ク リ ッ ク ずると、　　　…約 16 秒．祝謂 を聞くと十約 60 砂

　 1．別PtKが褒示され ．御轄が皇右 に 5 回凝 られ ．祓って い る 紵も出 る，〔動函｝

　 2．御幣が お札 の 脚 に 納 ま り 溜面が止 t4 。　t の 噂，置箇左 下 に 「”enUl と 「祝詞 亅 が

　　　衰示 ざれ るコ「国s 悶 」 を ク リソ ク す ると メ ＝n −N 面に風 る。
　2−【，「風詞 」 を ク リ ッ ク する と 馴 議 U の 戴調 が 聞 二 えて くる。騨 に 沿 って 文牢が 浸

　 　 　 示 され る動 図 ．
匳囲 をク リ ッ ク t6 と・
　 L 別 紙 し の こ鰰 の説明文がnPts れ る・｛e ± 画 働

　 2．読み 終わ o た二ら r皿 nql をク リ ジ グ† るとメ ニ 1
　

画面 に 璽 る・
　2・L．方 位 が 兄 た い OPit 「方位 ユ を ク V ッ クず る と、別紙 M の 方 位 図 が 衰示 され る 〔静

壓 を刎 ッ クすると，
　 1．別紙 N の 八 娠神辻帯 中蟻 典及行 事が 豪 示 さ れ る 〔静止 画 像）．眄 面 を上 下にス ク ロ

　　　
ール ず る二 とで L2 月 31 目 まで の 行事が 見 え 4．お 囃 子の 智 tt流扎 て い る ，

　 2．「悶en ”） を ク リ 7 ク† ると メ ニ昌一更 固 に 展 る．
　 ン タ

ーネ ン トHP 屮ン ク　をク リ ンクず ると ．
　 1 ．イ ン タ

ーネ ッ トが 陵え る伏鰾で あ れ ば 驢別紙 O の 廓
一ム ペ ージが衰示 され るn 肺

　　　 殿 の 写 寓 を ク リ ッ クす ると．別XXP −−Q の 八坂 冲 祉 の 由緒 に リン クす る．こ の 画

　　　 面か ら も次の 階 雇に リンク 出飛石が、リ ン ク先は きり がな い の で ここで t±印馴 し

　 　 　 な い ．
　 2、ホ ー厶 ページ閲 豐 ソ 7 トセ終了する とメ昌昌一画面に 戻る。

甲  狐 穐 。譱 嵩織 。。 、。 澗   ・・、 の ・…

　　　 全 て 漣 了ず る （動酉）幽
圃 CD − ROM か 槌 ら上げ 6e 上 記 の靱 でftRSh ま† が・一度　

　　渣挫 CP − ROMtett わ ずに ハードft ス クか らソ フ 陸 立ら上げ 6 ： と tzm

　　る の で ．一 され る．（イ ン ス ト
ーth “ reUtに 祓 い 清 め られ て い るas）

選　その 為．CD − ROM を侵わずに パ
ー’

　 ス クか 　　　げ 　瞭 の順醤は 、
　　別紙 C −・E冖く境 内の 絢 39バ タ

ー
ン の写 寓 が素 畢 く憂示 される 〉 帰別紙 F と なる．

uemu　 CD − ROM ：grt上記 の 「鬮 荊 sooo 」 の 岨甑
「運勤 と い う ソ フ トが入 って

籌羃讐 響軈驪鰈藁錨雛幽 ・
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